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特別損失の計上及び2023年３月期通期業績予想と実績との差異並びに
剰余金の配当（増配）に関するお知らせ

当社は、2023年３月期第４四半期連結会計期間においてアジア・北南米地域のワイヤハーネス事業及びFPC事業における

固定資産の減損損失を計上いたしました。併せて2022年11月９日に公表いたしました通期連結業績予想と本日公表の実績値に

差異が生じましたので、お知らせいたします。

また本日開催の取締役会で、2023年３月期の期末配当について、2023年６月29日開催予定の当社定時株主総会に下記の

通り提案することを決議いたしました。

記

1.特別損失の計上について

当社のアジア・北南米地域のワイヤハーネス事業及びFPC事業において、今後の事業見通しを勘案し、将来キャッシュ・フロー

を見積もった結果、固定資産の減損処理を行うこととなりました。これにより2023年３月期第４四半期連結会計期間において

19,207百万円の特別損失を計上いたしました。減損損失の内訳は下記の通りです。

２.通期連結業績予想と実績との差異（2022年４月１日 ～ 2023年３月31日）

(連結) (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益（円）

前回発表予想(Ａ) 790,000 68,500 69,000 35,500 128.74

実績(Ｂ) 806,453 69,411 67,146 40,311 146.17

増減額(Ｂ－Ａ) 16,453 911 △ 1,854 4,811

増減率(%) 2.1 1.3 △ 2.7 13.6

前期（2022年３月期）
通期連結実績

670,350 38,288 34,089 39,101 141.85

※業績予想と実績との差異の理由

売上、営業利益は概ね2022年11月９日に公表しました業績予想通りに推移し、経常利益は為替の影響により減益となりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、「１.特別損失の計上について」の減損損失の計上はあるものの、繰延税金資産の

計上により増益となりました。

（単位：百万円）
場所 用途 減損損失

フジクラ電装株式会社（山形県米沢市）他
自動車用ワイヤハーネス
製造設備等

2,911

Fujikura Automotive America LLC（アメリカ合衆国)他
自動車用ワイヤハーネス
製造設備等

7,392

Fujikura Electronics (Thailand) Ltd.（タイ王国） FPC製造設備等 8,904

合計 19,207



３. 剰余金の配当について

（1）配当の内容

（２）理由

当社は、配当につきましては、業績状況、一株当たり利益水準、将来の事業展開を踏まえた内部留保等を総合的に勘案し、

配当性向20%を目途とした利益還元を行う方針です。

2023年３月期の期末配当につきましては、上記「２.通期連結業績予想と実績との差異」にある通り、親会社株主に帰属する

当期純利益が2022年11月9日に公表しました予想を上回ったため、前回発表予想より４円増配し、１株当たり17円とさせてい

ただきます。これにより、2023年３月期における年間配当は、１株当たり30円（中間配当13円、期末配当17円）となります。

（参考）年間配当の内訳

以上

直近の配当予想 前期実績
（2022年11月９日公表） （2022年３月期）

基準日 2023年3月31日 同左 2022年3月31日

１株当たり配当金 17円00銭 13円00銭 10円00銭

配当金総額 4,699百万円 － 2,764百万円

効力発生日 2023年6月30日 － 2022年6月30日

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金

決定額

基準日 第２四半期末 期末 合計

当期実績 13円00銭 17円00銭 30円00銭

前期実績（2022年３月期） 0円00銭 10円00銭 10円00銭

1株当たり配当金（円）


